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1 ① オジ、オバ、イトコ オジ、オバ、イトコ 1
② キョウダイ キョウダイ 2
小計 3
③ オジ、オバ 10
















































































































十1 0 十1 父の姉妹の婚家 1


























小計 10 小計 6










































小計 2 小計 0
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父方 十2 父の父の姉妹の婚家 1 父方 十2 0
十1 父の姉妹の婚家 2 十1 父の姉妹の婚家 1
小計 3 小計 1
十2 0 十2 0
母方 十1 母の実家
黷ﾌ実家の分家
?母方 十1 母の実家 1








小計 10 小計 6











































































































































小計 15 小計 20
























世代 夫（妻）＝Ego＝現世帯主方 世代 妻（夫）＝現世帯主の配偶者方
関係 計 関係
?
父方 十1 父の兄弟の婚家 1 父方 十1 0





















小計 5 小計 3





























































小計 6 小計 0
母方 十1 母の実家
黷ﾌ実家の分家
?母方 十1 母の実家 1






小計 3 小計 6
上位世代合計 12 上位世代合計 7
上位世代累計 19
下位世代累計 0
総計 19
表20　中里における盆礼において訪問する近いシンセキ
　　　　　　　　　　　　その2〈祖先中心的に認識されるもの〉 n＝4
関係 計
本家 3
分家 1
合計 4
親族とそこから辿られる関係も、相応に重視されるとみられること。双系的に親族を認識
する傾向がうかがえる。
結語
　これまでのデータの分析と考察を踏まえるならば、「中之郷」の人々の親族に対する認識
やその組織化をめぐって、以下のような特色を総括できると考える。
　第一は、「中之郷」の人々にとっての親族＝「シンセキ」には、＜自己中心的に組織され
るもの〉とく祖先中心的に組織されるもの〉の双方があるが、量的には、前者が概ね8割
を占める。また、こうした「シンセキ」を認識する単位の基本は家ではなく、個人である。
　第二は、〈自己中心的に組織されるもの〉を認識する系譜的な辿り方は、双系的である。
特に祖先祭祀の場面では、このことが一層明確になる。但し、相対的に重視されるとみら
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れる系統と性別があり、それは夫方と母方、そして、女性である。
　第三は、〈自己中心的に組織されるもの〉を遡及的に認識する場合、その世代深度は概
ね＋2＝祖父母の世代までである。認識の対象となる世代深度は浅い。
　第四は、第一義的に意識される（想起される）「シンセキ」はく自己中心的なもの〉であ
り、特に、世帯主とその配偶者のオジ、オバ、イトコ、キョウダイが最も重視されている
とみられる。そして、「オヤコ1とは、親と子に準じるものとして、こうした最も大切と意
識する「シンセキ」を、伝統的に網羅する概念であったと思われる。それ故に、親世代、
子世代、二世代間の突出した強い結びつきを、親族の組織化における特色として指摘する
こともできよう。
　第五は、〈祖先中心的のもの〉の実態は、概ね本家と分家、分家の仲間同士とみられる。
それ以上の広がりは稀である16。
　こうした特色を踏まえ、「中之郷」の親族の組織化は、蒲生の掲げた日本の親族組織に
関する四類型のいずれに分類されるかと問えば、「［B］kindredのみの（b）bilateral的」
ではなく、「［A］descent　groupとkindredの共存の（b）同族を形成せず」に該当するも
のと思われる。期せずして、蒲生の予見とは異なる見解となったが、今後の研究の深化を
目指し、以下の二点をコメントしてまとめとしたい。その第一は、蒲生の四類型をめぐっ
て、「［A］descent　groupとkindredの共存」というパターンには、単に“共存”ではな
く、“相対的にいずれが重視されているか”という評価の観点を持ち込み、亜類型＝下位カ
テゴリーを設けてみることが有効なのではなかろうか。第二は、蒲生が実際に主として調
査したのは青ヶ島であったが、その後の類型の構想に際して想起した南部伊豆諸島は、実
質的に青ヶ島であったのではないかということである。筆者らのこれまでの調査では、一
般に南部伊豆諸島と一括されるが、八丈島と青ヶ島では、結構異なった文化的特色が存在
することに気づかされてきた。青ヶ島の村落を対象に考えた場合は、蒲生の見解通りなの
かもしれない。検証のための調査と後日の報告を約束し、結びとしたい。
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